
 

 

 

 

 第第第第 29292929 回回回回        例例例例    会会会会    報報報報    告告告告        2020.2.212020.2.212020.2.212020.2.21        通算通算通算通算 1111803803803803 回回回回    

    

・・・・点点点点 鐘鐘鐘鐘          佐野副会長 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

・・・・ロ ー タ リ ー ソ ンロ ー タ リ ー ソ ンロ ー タ リ ー ソ ンロ ー タ リ ー ソ ン ググググ    

「それでこそロータリー」 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー 長江 孝文会員 

    

    

・・・・入 会 記 念入 会 記 念入 会 記 念入 会 記 念 祝祝祝祝    

工藤 ゆかり会員  H8. 2. 23 （24年目）    

寺口 美由紀会員  H27. 2. 27 （5年目）    

    

    

    

    

    

    

    

亀岡 SAA（入会記念） 

    

・・・・会 長 挨会 長 挨会 長 挨会 長 挨 拶拶拶拶    佐野副会長佐野副会長佐野副会長佐野副会長    

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは、本日会長不在のため、私のほう

からご挨拶させていただきます。3月 14日に西クラ

ブさんがホストで、IM が開催されます、先日の例

会には加納ガバナー補佐と那智 IM実行委員長に御

挨拶を頂きました。南RCも 2年後か 3年後にはガ

バナー補佐を出し IMを開催しなければなりません、

また南 RC開催の IM経験をされていない会員は特

に、このことを念頭に置き今回の IMに参加してく

ださい。いつもと違った IMになると思います。 

例えば受付、司会、挨拶、懇親会など 近々、自分

たちが開催することを考えると見方が変わりとても

参考になると思います。 

 

 

 

・・・・幹 事 報幹 事 報幹 事 報幹 事 報 告告告告    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



****    国際ロータリーより 2019-2020 年度国際大会(ホ

ノルル)に関するご協力のご案内が届いておりま

す。 

****    釧路市より第 33 回平和のつどい～被爆体験伝承

講話についてのご案内が届いております。 

 

各資料の回覧させて頂きますのご一読の程 宜しく

お願いします    

    

 

・・・・委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告 

親睦委員会親睦委員会親睦委員会親睦委員会    佐藤真之介委員長佐藤真之介委員長佐藤真之介委員長佐藤真之介委員長    

    

    

    

    

    

    

    

    

・本日のニコニコ献金 

 工藤 ゆかり会員  入会記念祝として 

 寺口 美由紀会員  入会記念祝として 

 

 

 

・本日のプログラム・本日のプログラム・本日のプログラム・本日のプログラム    

「「「「    平和と紛争予防平和と紛争予防平和と紛争予防平和と紛争予防    紛争解決月間紛争解決月間紛争解決月間紛争解決月間    」」」」        

                                                                    担当担当担当担当    国際奉仕国際奉仕国際奉仕国際奉仕委員会委員会委員会委員会    

◆国際奉仕委員会代理国際奉仕委員会代理国際奉仕委員会代理国際奉仕委員会代理((((早津会員早津会員早津会員早津会員))))    

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュ－スでよく見かける紛争問題。 

ちょっと過去の統計になりますが、紛争地帯のシリ

アでは2018年の一年間で、1,106人の子供が戦闘に

よって命を落としてます。 

年間1,106人という数字は、シリアで紛争が始まっ

てからの8年間で最多です。 

そのため、現地では大人だけではなく子供たちが劣

悪な環境で労働を強制され水や食料も足りない中

で恐怖に怯えながら暮らしています。 

 

1.1.1.1.戦争戦争戦争戦争////紛争内戦が及ぼす子供たちへの影響と問題紛争内戦が及ぼす子供たちへの影響と問題紛争内戦が及ぼす子供たちへの影響と問題紛争内戦が及ぼす子供たちへの影響と問題    

1 こども兵士(少年兵) 

少年兵という言葉はその名の通り、争いが起こって

いる場所で大人とともに武装し戦う子どものこと

です。 

2008 年に発表されたデータでは、世界には 19 ヶ国

で約 25 万人以上の少年や少女が強制的に武器を持

たされ、戦闘に参加していると言われています。 

紛争地帯では判断能力のまだ低い子どもを大人た

ちが洗脳し、無理やり武装させられるのです。 

洗脳されなくても上官の命令に従わないと、暴力を

振るわれます。周りでそれを見た子どもたちはもう

戦うしか生きる道がないと悟り、諦めながら日々を

生きるのです。 

どうにか戦闘から逃げ少年兵から離れられたとし

ても、幼い純粋な心をもつ彼らが 

「人を殺す」という体験や家族が目前で殺される経

験をすると、当然強烈な記憶が頭から離れなくなり

ます。少年兵から逃れられても、トラウマからなか

なか逃げられなくなってしまいます。 

そうした子どもたちは帰還後も、悪夢にうなされた

り、精神的に不安定になりやすい傾向が出ています。 

 

2 栄養失調・食糧不足 

紛争が勃発している南スーダンでは、2017年時点で、

約300万人の子どもが深刻な食糧不安の状態にあり

ました。そして100万人以上が急性栄養不良に陥っ

ていたそうです。南スーダンの人口は約1,200万人



であるため、ほとんどの子どもが満足に食事ができ

ていないという計算になります。 

戦争が起こっているような治安の悪い地域には、

人々が必要とする物資を届けることが難しいので

す。また、2015年から紛争が起きているイエメンで

も世界最大規模の食糧危機が起きています。 

紛争の影響で経済は崩壊しており、海上輸送におい

ても制約を受けているため、730 万人が深刻な食糧

不足で、次の食糧調達の目処が立っていないという

事態です。 

ソマリアにおいても深刻で、95万人ほどの子どもが

栄養失調に苦しんでいます。 

アフリカの各国では食糧不足の中で、生きることに

必死なのです。栄養失調で苦しみ、亡くなってしま

う子どもを見過ごすわけにはいきません。 

 

3 性的虐待や暴力 

紛争下の国で、性的虐待の被害に遭いやすいのは、

子どもたちです。 

2014年に発表された報告書では、毎年2億 2,300 万

人以上の子どもが性暴力に苦しんでいるとされて

います。子どもたちのダメージはそのときだけでな

く、将来にわたって残るものです。 

性暴力だけでなく、子どもたちは紛争地帯で人間の

盾として使われており、殺害され、生涯残る傷を負

わされています。また、強姦、強制的な結婚、拉致、

奴隷化させることも珍しくありません。 

特にイラク・シリア・イエメンからナイジェリア・

南スーダン・ミャンマーなどでは残虐な暴力が一般

的な戦術になっています。暴力や虐待は、身体的な

ダメージだけでなく、精神や心にも大きな影響を与

えます。ひどい扱いを受けた子どもは、大人になっ

たとき自分が受けた虐待を、今度は他の人にしてし

まう可能性もあります。 

負の連鎖が続いている戦争地帯では、特に支援や対

策が必要でしょう。 

 

 

4 病気／感染症 

紛争が起きている場所では、衛生面や栄養の問題か

ら、様々な病気や感染症が流行してしまいます。 

紛争が続くイエメンでは、薬や医療物資が足りてい

ない状況です。物だけでなく、稼働している病院や

医療を行えるスタッフも不足しており、適切な処置

ができれば助かる命が救えていません。 

特に、コレラやジフテリア、はしかなどの病気の流

行が深刻です。実際に2015年 3月〜2018年 12月の

間には以下の件数の診療が行われています。 

コレラ疑い症例：11万 6,687 件 

マラリア：1万 4,509 件 

感染症にかかってしまうのは菌が存在しているこ

とも原因ですが、皮膚や体が傷ついていて免疫力が

落ちていることも大きな要因の一つです。 

不衛生で劣悪な環境で過ごし、十分な免疫力を保て

ない状況は、病気の蔓延を加速させてしまいます。 

紛争と病気や感染症は、密接に関わっているのです。 

しかし、病気や感染症の増加はワクチンや予防接種

を受けることで抑えられます。戦火を恐れ、サービ

スを受ける場所までたどり着けないというケース

もありますが、私たちの支援で十分な医療物資を届

けることができれば状況は改善されるでしょう。 

 

5 教育問題 

紛争や、それに伴う暴力や虐待を始めとした様々な

問題を緩和していくには、どうすれば良いのでしょ

うか。紛争により教育が受けられなくなってしまう

状況が増えることは、紛争地の大人たちも心配をし

ています。 

2014 年にはコンゴ民主共和国の親の 98％が、紛争

が解決して平和な状態になった後は最優先は教育

だと答えました。 

十分な教育を受けられていない子どもたちは、純粋

なゆえに無知でもあり、洗脳しようとしてくる大人

の言うことに従順です。 

悲惨な現状を変える手段を子どもたちは何一つ知

らず、ただ目の前の恐怖から逃れることしか考えら



れていません。しかし、明るい未来を作っていくた

めには外部からの支援だけでは不十分です。 

コミュニティの結束を強くし、経済的にも力をつけ

なければ豊かな暮らしは近づいてきません。 

そのためには、やはり教育が必須と言えます。 

2017 年に発表されたデータでは、世界 22 ヶ国にお

よぶ紛争地域では、6 歳から 15 歳までの子どもの

22％にあたる、2,500万人が学校に通えていません。 

特に南スーダンでは 72％の子どもが未就学という

状況です。 

通わせる金銭的な余裕がない 

そもそも学校や教材が不足している 

教員がいない 

などの教育ができない理由がありますが、そもそも

親に学校に通わせるべきだという意識が足りない

ケースもあります。子どもたちの未来を変えていく

ために、教育に関わる様々な支援が行われています 

それでは、私たちは紛争地帯の人々に対し、どんな

支援ができるのでしょうか。 

支援方法のひとつとして寄付がありますが、一口に

寄付と言っても、集められたお金や物は、様々な用

途に使うことができます。 

1こども兵士(少年兵) 

2栄養失調・食糧不足 

3性的虐待や暴力 

4病気／感染症 

5教育問題 

 

2.2.2.2.戦争戦争戦争戦争....紛争の子どもたちに私たちが出来る支援紛争の子どもたちに私たちが出来る支援紛争の子どもたちに私たちが出来る支援紛争の子どもたちに私たちが出来る支援    

1 水や食糧の支援 

子どもたちが生きていくのに不可欠なのは、まず水

と食料で十分な栄養を確保することでしょう。 

水や食べ物を供給する手段は、場所によって異なり、 

給水タンクや水処理設備の設置 

井戸の作成 

給水タンクを作るための技術指導 

戦闘で壊れてしまった給水設備の修復 

などがあります。 

私たちの支援で栄養失調の子どもが、少しでも元気

になる可能性があるのです 

 

2 衛生面を改善する支援 

次に、感染症や病気を少しでも減らすために、衛生

面を援助することも大切です。 

方法としては、 

・ 幹事避難先で衛生用品を購入するための引換券

や、少額の現金支給 

・ 難民キャンプでのトイレやシャワー、洗濯場な

どの設置 

・ 病気の流行を防ぐための、衛生指導 

・ 飲料水用のフィルターを提供し、きれいな水を

飲めるようにする 

などです。 

支援をすることで、病気や感染症で苦しむ子どもが

少しでも減らすことができます 

 

3 衣類や住居などの支援 

紛争が起きて難民となってしまう人の多くは、着の

身着のまま逃げるためほとんど荷物を持っていま

せん。そのため、充分な衣類を持っていなかったり、

まともな家で暮らせないことが多いのです。 

寒い日が続く場所もあり、体が冷えると免疫力が落

ちて病気にかかりやすくなってしまいます。 

そして家が無ければ容易に暴力の対象として狙わ

れてしまいます。 

そうした人々に対して以下の支援を行うことで、子

どもたちの生活レベルを、少しでも良くすることが

できるのです。 

防寒用の毛布や衣類支給 

難民キャンプの外で暮らす人への、少額の現金支給 

生活用のテントの提供 

 

4 寄付/募金は少額から可能 

苦しんでいる子どもたちのために、直接現地に行っ

て助けることは、大きな労力と危険を伴います。 

しかし、私たちロータリアンでは寄付や募金により



支援することが可能です。 

ロータリークラブではグローバル補助金の活用で、

人道支援も可能です。補助金に関しては時間の都合

上詳しく説明出来ませんがグローバル補助金は、ロ

ータリー6 つの重点分野に該当し、持続可能かつ測

定可能な成果をもたらす大規模な国際的活動を支

援します。 

(重点分野 平和構築と紛争予防)に該当 

クラブと地区は、グローバル補助金を通じて地域社

会のニーズに対応する活動を行うことでグローバ

ルなパートナーシップを強化できます。紛争により、

多くの子どもの健康が損なわれたり、教育が受けら

れないために未来までも奪われています。 

さらに暴力による恐怖と隣合わせで暮らさなけれ

ばいけないため大きなストレスがかかります。 

争いの犠牲になってしまう子どもたちの現状につ

いて知り、彼らの命のためにロータリアンとしては

支援をしてみてはいかがでしょうか。 

ご清聴有難う御座いました。 

 

≪資料≫ 
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆    

・・・・次回次回次回次回のプログラのプログラのプログラのプログラムムムム 

２月２８日（金）休会 

３月６日（金） 

「 会員卓話 」 

会場 アクア・ベール 

 担当：韓国友好メディア委員会 

・・・・点点点点 鐘鐘鐘鐘                                                        佐野副会長 

今週の会報担当：早津壮史会員 


